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②  紛争中の生活（ 1961～ 2002 年）  
 1961 年の独立解放闘争開始後、特にモシコ州で植民地政府拠点がおかれた場所で  
 は植民地政府とアフリカ人勢力が武力で対抗した。当時、反植民地政府軍に参加し  
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当初の計画として記した講師を招聘しての研究会の代わりに、2014年 7月 23日に  










































1村尾るみこ「アンゴラ東部農村における生計活動」日本文化人類学会 2014年 5月 12日幕張メッセ 
国際会議場 
2村尾るみこ「アンゴラ出自集団の経済活動」日本アフリカ学会 2014年 5月 24日 京都大学 
3村尾るみこ「アフリカの紛争国周辺農村における移住民の生計変化の研究」日本熱帯生態学会  
2014年 6月 15日 宇都宮大学 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
